
あ
や
め
祭
り問

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園
　
☎
(56)
0
4
1
1

　
商
工
観
光
課
　
　
　
　
　
☎
(79)
0
7
0
7

■
開
催
日
時
　
5
月
28
日
㈯
〜
6

月
26
日
㈰　
8
時
〜
18
時
30
分

※
5
月
27
日
㈮
ま
で
園
内
再
整
備

工
事
の
た
め
休
園
中

■
入
園
料
　
大
人
…
7
0
0
円
、

小
中
学
生
…
3
5
0
円

※
20
人
以
上
は
団
体
割
引

◇
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行

　
期
間
中
、
J
R
の
発
着
時
刻
に

合
わ
せ
て
、
佐
原
駅
か
ら
水
生
植

物
園
ま
で
を
往
復
す
る
、
直
通
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

■
料
金
　
大
人（
中
学
生
以
上
）
…

5
0
0
円
、
小
学
生
…
2
5
0
円

嫁
入
り
舟

　
舟
に
乗
っ
て
お
輿こ

し
入
れ
し
た
水

郷
地
帯
の
花
嫁
さ
ん
に
な
ぞ
ら
え

て
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
カ
ッ
プ
ル

が
舟
で
園
内
水
路
を
巡
り
ま
す
。

■
日
時
　

6
月
5
日
㈰
・
12
日
㈰
・
19
日
㈰

10
時
30
分
〜
（
雨
天
中
止
）

郷
土
芸
能
の
演
奏
会

◇
お
ら
ん
だ
楽
隊　

■
日
時　
5
月
28
日
㈯
、
6
月
12

日
㈰　
9
時
～
、
正
午
～

◇
佐
原
囃
子

　
佐
原
囃
子
保
存
会
・
佐
原
中
学

校
郷
土
芸
能
部
に
よ
る
演
奏
。
手

踊
り
も
披
露
し
ま
す
。

■
日
時
　
5
月
29
日
㈰
、
6
月
4

日
㈯
・
11
日
㈯
・
18
日
㈯

10
時
30
分
〜
、
13
時
〜

野
点

　
抹
茶
で
和
の
情
緒
を
味
わ
い
ま
せ

ん
か
。
あ
や
め
和
菓
子
や
地
元
産
サ

ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
お
菓
子
付
き
。

■
日
時
　
6
月
4
日
㈯
か
ら
19
日

㈰
ま
で
の
土
・
日
曜
日

10
時
〜
15
時（
雨
天
中
止
）

■
料
金　
一
服
4
0
0
円

園
内
舟
め
ぐ
り

　
園
内
水
路
を
娘
船
頭
の
巧
み
な

竿さ
お
さ
ば
き
で
運
航
し
ま
す
。

■
日
時　
6
月
26
日
㈰
ま
で

8
時
30
分
〜
18
時（
強
風
、
雨
天
の

場
合
は
中
止
）

■
料
金　

大
人（
中
学
生
以
上
）

…
5
0
0
円
、
小
人（
3
歳
〜
小

学
生
）
…
2
0
0
円
、
大
人
団
体

（
20
人
以
上
）
…
1
人
4
0
0
円

■
所
要
時
間　
約
10
分

■開催日　あやめ祭り期間中の
月・木曜日（全6回）
■対象　18歳以上の男女(一人
も可)、既婚者歓迎
■募集数　1日1組限定（先着順）
■体験料金
◇衣装貸出(花嫁5,000円／
　新郎2,000円)
◇花嫁衣裳着付　3,000円
◇体験記念写真　2,000円
◇花嫁披露乗船　無料
■申込　体験日の1週間前まで
に水郷佐原観光協会

水郷の嫁入りを
体験してみませんか？
問水郷佐原観光協会　☎(52)6675

5
月
28
日
㈯
～
6
月
26
日
㈰

船 

頭
水　郷

養 成 員

養成指導員

受
け
継
が
れ
る
心
と
技

在
、
舟
を
操
る
船
頭
は
高
齢

化
が
進
み
、
後
継
者
育
成
が

深
刻
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
市
と
水
郷
佐
原
観
光

協
会
が
1
月
か
ら
始
め
た
の
が
船

頭
養
成
事
業
だ
。
観
光
客
を
相
手

に
す
る
船
頭
は
、
水
郷
佐
原
水
生

植
物
園
で
の
あ
や
め
に
関
す
る
説

明
や
、
本
市
の
歴
史
・
観
光
資
源

の
紹
介
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

行
い
、
そ
れ
が
好
評
を
得
て
い
る
。

養
成
員
は
、
舟
を
操
る
技
術
の
ほ

か
接
客
セ
ミ
ナ
ー
も
受
講
し
、
観

光
客
に
喜
ば
れ
る
船
頭
を
目
指
し
、

水
生
植
物
園
や
大
割
水
路
で
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　
で
は
、
養
成
員
が
舟
を
漕こ

い
で

い
る
現
場
で
話
を
聞
い
て
み
よ
う
。

多田 恵さん
（佐原イ）

佐藤 仁美さん
（佐原イ）

片野 聡さん
（佐原イ）

小林 眞弓さん
（織幡）

　
「（
始
め
る
に
あ
た
り
）
最
初
は

竿さ
お
を
持
っ
て
舟
に
乗
り
、
水
に
慣

れ
る
こ
と
だ
と
言
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
『
漕
い
で
み
た
い
』
っ
て
返
事

が
あ
っ
た
ね
。
そ
う
い
う
や
る
気

の
あ
る
人
は
上
達
が
早
い
こ
と
」

　

そ
う
話
す
高
塚
さ
ん
自
身
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
舟
と
育
ち
、
19

歳
で
舟
に
乗
っ
て
嫁
い
で
来
た
。

　
「
当
時
は
嫁
が
舟
を
漕
げ
な
い

と
、
み
じ
め
だ
と
言
わ
れ
た
ん
だ

よ
。
だ
か
ら
月
夜
の
晩
に
一
人
で

こ
っ
そ
り
練
習
し
た
の
」

　
懐
か
し
そ
う
に
話
し
な
が
ら
も

養
成
員
の
竿
さ
ば
き
を
監
督
す
る
。

　
「
初
心
を
忘
れ
ず
、
過
信
せ
ず

に
や
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
」

　
古
く
か
ら
水
郷
随一の
名
勝
と
し
て
知
ら
れ
る
、
利
根
川
と
常
陸
利
根
川

に
は
さ
ま
れ
た
広
大
な
水
田
地
帯
。
片
や
江
戸
時
代
以
降
、
舟
運
の
中
継

地
と
し
て
栄
え
た
佐
原
や
小
見
川
の
市
街
地
。
共
通
す
る
の
は
、
川
や
水

路
が
水
上
の
道
と
な
り
、
そ
の
生
活
に
舟
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
。

　
水
の
郷
の
象
徴
と
も
い
え
る
舟
を
操
る
船
頭
こ
そ
、
今
回
の
主
役
だ
―
―

―
―
養
成
員
は
今
後
、
水
生
植
物

園
で
業
務
に
就
く
。
ま
た
将
来
的

に
は
佐
原
の
大
祭
や
小
見
川
花
火

大
会
の
シ
ャ
ト
ル
舟
船
頭
な
ど
、

幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　自宅が小野川沿いで舟をよく見てい
たので、いつかやってみたかったんで
す。広報紙で船頭の募集を知り、これ
はチャンスだと思いました。

　素敵だなと思っていたんです。まさ
か船頭をやる機会に恵まれるとは…。
なかなか思うようにはいかないけれど、
少しずつコツがつかめてきました。

　船頭が若手不足だと聞き、せっかく
地元にいるんだから地域活性の手伝い
ができたらと思い応募しました。風が
吹くと舵を取られて…。奥が深い。

　
事
業
に
参
加
し
た
４
人
の

新
米
船
頭
。
船
頭
を
志
し
た

理
由
や
、
実
際
に
舟
を
漕
い

で
み
て
の
感
想
を
聞
い
た
。

　

現
役
船
頭
で
ベ
テ
ラ
ン

の
２
人
。
教
え
子
が
、
水
生

植
物
園
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

高塚 すぎさん
（扇島）

　
「
漕
ぐ
の
も
止
ま
る
の
も
竿
一
本

で
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
だ
か

ら
慣
れ
る
ま
で
は
大
変
だ
っ
た
け

れ
ど
よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
」

　
桜
の
季
節
を
迎
え
、
皆
ず
い
ぶ

ん
上
達
し
た
と
言
う
増
田
さ
ん
。

増田 悦子さん
（加藤洲）

現

　昭和初期の北佐原の風景

　板についてきた竿さばき

　
養
成
員
た
ち
は
ほ
ぼ
毎
日
、
舟

を
漕
ぐ
。
全
長
７
ｍ
の
舟
上
で
、

４
ｍ
50
㎝
の
竿
を
持
ち
、
風
に
翻ほ
ん

弄ろ
う
さ
れ
な
が
ら
舟
を
操
る
技
術
と

勘
を
磨
く
の
だ
。
本
番
に
向
け
て

気
持
ち
を
高
め
て
い
く
。

　職場の人に誘ってもらい、面白そ
うだなと思って参加しました。やっ
ぱり舟の扱いは難しいけれど、よく
指導してもらっています。

平成28年5月1日特集　船頭 受け継がれる心と技 2広報かとり


